Drill３の採点例（A～Eの５段階評価）
・PowerPointのスライドもしくは原稿が作成されている。

・PowerPointの場合のスライド数は５枚程度、原稿の場合は２枚程度。

・最初に課題として示されたテーマに沿ったタイトルが示されている。

上記の各項目に適合しない場合は評価Eを与えます。

PowerPointの場合
・全体の色調に統一感があり、文字色は読みやすい色である。
・イラストや図形、写真などを使っている、またはフォントなどを工夫している。
・誤字、脱字、余字は２字まで。
以上にすべて適合すれば評価Aを与えます。

ただし、有名人または本人以外の人物の写真、漫画のキャラクターなどを断りなく使っている場合は、教育の場のみで作成して公開しないといえども、著作権を侵害するおそれがありますので、注意してください。

・白地に黒文字を使用しているのみでほかの色を使用していない。
・テーマとまったく関係ない内容である。
・文字色の設定が悪く、文字が非常に読みにくい。
・全体の色調に統一感がまったくない。

・誤字、脱字、余字が３字以上ある。

以上の項目に適合しない場合は評価Bを与えます。
２つまで適合する場合は、評価Cを与えます。

３つ以上適合する場合は評価Dを与えます。
原稿の場合

・テーマに沿って自分の考えや体験などがまとめられている。

・文体が統一されている。

・文章が段落で区切られている。

・句読点が付けられている。

・誤字、脱字、余字は５字まで。

以上の項目にすべて適合する場合は評価Aを与えます。
・テーマと書かれている内容が合っていない。

・誤解される、もしくは言いたいことが伝わりにくい表現がある。

・文体に乱れがある。もしくは、句読点が不適切に多すぎるか少なすぎる。または、誤字、脱字、余字が６字以上ある。あるいは、段落を区切っていないか区切りすぎている。

以上の項目に適合しない場合は評価Bを与えます。

２つまで適合する場合は、評価Cを与えます。

３つ適合する場合は評価Dを与えます。

